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1. 事業の目的

（１） “SAIKAI COFFEE for Office” 事業の目的

（２） 本事業の目指すこと



１. 事業の目的
（１） “SAIKAI COFFEE for Office” 事業の目的

3
Copyright © 2025 SANYU KANKYO SOGOKENKYUSYO co., Ltd. All Rights Reserved.

SPS（三友プラントサービス）グループは2008年よりスターバックス コーヒー ジャパン様と“コーヒー豆かす”のリサイクル
取り組みを開始、2014年に「再生利用事業計画（食品リサイクルループ）」の認定を農林水産省・環境省・厚生労
働省より受けました。
現在ではセブン＆アイフードシステムズ様（デニーズ）などの食品関連事業者と取り組みを行っています。
昨今のコーヒーの消費拡大（コーヒー豆消費量４３万㌧＜2022年＞）を背景に、食品関連事業者以外の事業者
より、ごみの減量、資源循環、ＳＤＧｓといった観点から“コーヒー豆かす”のリサクィクル取り組みができないかの要望
が多数あり、新たなスキームの検討を開始しました。

スキーム構築にあたっては“コーヒー豆かす”は廃棄物であるという事から関連省庁及び自治体から明確な回答が得られ
ない期間が続きましたが以下をポイントに
・廃棄物該当性の５要素を整理し妥当性を満たすこと
・資源循環活動によりリサイクル率向上に貢献する活動であること
・資源循環活動により一次産業者（農家、酪農家）の生産物を戻す活動であること
“コーヒー豆かす”を廃棄物でないスキームで運用できる“SAIKAI COFFEE for Office”のサービスを構築しました。
具体的には、排出者が排出時点で加工処理を行うこと、加工したものを原料として肥料堆肥化・飼料化を行い、農
家・酪農家へ販売、農家・酪農家からの作物・ミルク・加工品を排出者へ戻すといった内容です。
これらから、ごみ減量と資源循環、参加企業の従業員教育、意識啓発を実施できる取り組みです。

しかしながら“コーヒー豆かす”は元来廃棄物であるという一般論から
・ 事業系一般廃棄物に該当され、スキーム実施の可否判断が地方自治体となる
・ 廃棄物処理、運搬の許認可において、一部自治体では一般廃棄物の許認可は既存事業者の関係から新規受付

を行っていないことから許認可取得は困難な状況
今般、東京都渋谷区との取り組みは、本スキームの構築・実証試験など（フェーズ1）へのご協力を頂きました。
渋谷区では、「安全・安心なまちづくりのための大規模建築物に関する条例」を策定、1万㎡を超える建築物に対して
リサイクル率の目標値を定めおり、事業者に対してリサイクル率向上に貢献できる本スキームとして推奨頂いております。

（取り組みの背景）
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これらからフェーズ2（本事業：令和6年度 食品廃棄物ゼロエリアモデル事業）として
【目的】

・区の施設の参加から区民への告知により食品廃棄ゼロ（削減、資源化）の啓発活動を行う
・参加事業者の増から、食品廃棄の減量に向けて取り組みの拡大から回収量の増を目指す

【対象】
・区の施設（区民センターなど）から出る“コーヒー豆かす”の回収
・企業（食品関連事業者以外）のカフェスペースから出る「コーヒー豆かす」の回収

【取り組み内容】
コーヒー豆かすの再資源化 SAIKAI COFFEE for Office の実施
・「環境教育、啓発活動」 ⇒ 三友グループ
・「コーヒー豆かすからの原料化」 ⇒ 排出事業者
・「肥料堆肥化・飼料化」 「肥料堆肥・飼料」を農家、酪農家へ販売 ⇒ 三友グループ
・「肥料堆肥・飼料」を使った栽培と飼育 ⇒ 農家・酪農家
・「農家・酪農家からの作物、牛乳、加工品等」を排出者へお届け ⇒ 三友グループ

以上の取り組みから、事業系一般廃棄物（食品廃棄）として処理されていた「コーヒー豆かす」を資源として有効活用
できるスキーム構築の最終確認として検証を行い、循環スキームを構築します。
渋谷区という働く人、カフェの多い地域から 「コーヒー豆かす」 をシンボリックとした食品廃棄ゼロの実現に向けたスタート
地点として他地域やより多くの企業への展開や波及を目指します。
また昨今の円安から飼料・肥料高騰で苦しんでいる農畜産家への支援としてエコフィードの活用推進や作物、加工品
などを積極的に循環品として排出者へ戻すことでの一次産業の活性化や活動の認知度を高めてまいります。

実施にあたり審査委員会より指摘いただいた懸念点・改善が期待されることとして
電気乾燥を行うということへのLCA的にGHG負荷削減に貢献するかの確認
⇒ LCA算出の専門企業のアドバイスを受け、算出を行う

廃棄物処理法上の整理
⇒ 実施拡大にあたり、地方自治体へ丁寧な説明を行う

（実施内容）



（２）本事業の目指すこと
■ 「活動の認知と取り組み価値」 「リサイクル率の向上（焼却量の減）」 「一次産業支援」

⇒ コストを含めて持続可能なビジネスとなること

飼料・肥料化
三友プラントサービス

緑 産

農家・酪農家

サービス利用者へ
農産物・加工品のお戻し

こども食堂

戻った農産物を
寄付

渋谷区
コーヒー豆かすの再資源化

リサイクル推進 焼却量の削減

食品廃棄物ゼロへ

・ 資源物としての 性状、品質、量
・ サービス利用者の意識
・ 食品廃棄物の減量効果

・ 原料としての 品質、量
・ 成分調査

・ 飼料、肥料としての 品質、量
・ 農作物品質

・ サービス利用者の声
・ サステナブル商品のマーケティング

・ 申し込み状況（断られ事例など）
・ サービス提供にあたりコスト分析

全体：三友環境総合研究所

一次産業支援

一次産業支援
飼料・肥料の高騰

生産物の販売
（特に牛乳）
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資源循環で みんなが に！

オフィスで働く人

飼料、肥料堆肥
製造

リサイクラー生産者

資源循環の取り組みへ
簡単に参加

品質の高い原料が
手に入る

質の高い堆肥・飼料が
手に入る

生産物が売れる
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（課題）
・ 飼料、肥料の原料高騰
（ウクライナ情勢、円安など）

・ 国内自給率が低い

（課題）
・ 牛乳余り（消費量減）
・ 飼料、肥料の高騰
（ウクライナ情勢、円安など）

（課題）
・ 身近に取り組めるリサイクルがない
・ 食品リサイクル率が上がらない
・ 従業員の意識改革、行動変容



２.事業の内容

（１） “SAIKAI COFFEE for office” サービスの概略

（２） LCAからのGHG負荷軽減の検証

（３） 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）からの検証

（４） モデル事業実施期間内のゴール（目標）設定と効果検証

（５） 実施スケジュール
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（１）“SAIKAI COFFEE for office” サービスの概略と対象実施
① 全体像について

・ 食品関連事業者以外でも食品廃棄物を減らし資源循環に取り組める仕組み
・ コーヒー豆かすから 『Niji・COFFEE』 をつくり、その原料から堆肥を製造、その堆肥から作物を育てオフィスへ戻す

排出者
オフィス（食品関連事業者以外でも可） 生産者

コーヒー豆販売

従業員カフェ 原料製造

運搬会社
宅配便

肥料堆肥・飼料製造

『Niji・COFFEE』
原料として

投入

廃棄物でない

これまで燃やされていた
抽出後のコーヒー豆（粉）

を資源に変えます！

環境への意識向上

オフィスからSDGsに貢献

『Niji・COFFEE 』
から肥料堆肥・飼料を作り
野菜果物・乳製品・加工品
SAIKAI COFFEE活動認定

商品として戻ってきます

食品リサイクル 従業員の
環境活動として

サステナブル ＆
こだわり農家の商品

として戻ってくる



■ 申し込み・オフィスでの活動スタート（取り組み説明）
・企業の皆様へ「SAIKAI COFFEE for office」の意義についてご説明します。
・ごみの減量化や資源循環、作物が皆様の元に戻ることで一次産業活性化にもなることをお伝えします。

■ 「Niji Coffee」 製造 （オペレーション）
乾燥されてる♪

コーヒーマシンから
豆かすを取り出す

製造機の専用バスケット
に豆かすを入れる

専用バスケットを製造機
にセットする

スイッチON 6時間半後、製造機から
専用バスケットを取り出す

付属のビニール袋へ移す
（紙フィルターは除く）

2週間分の
コーヒー豆かすを溜める

専用バッグに入れ
着払いで送る

２. 事業の内容 9
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② フロー

■ 肥料・飼料 製造
≪ 飼料 ≫ 三友プラントサービス株式会社 千葉工場

千葉県東金市滝沢631-1
≪ 堆肥 ≫ 株式会社 緑産

所在地 静岡県田方郡函南町畑191-5

■ 農家・畜産家の利用

講師 三友環境総合研究所

■ おかえり便（農作物）
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③ 実施エリアと場所
モデル事業エリア渋谷区・相模原市を中心に計３０か所で実施。

エリア 実施企業数 その他施設 実施個所

1 渋谷区 11 2
（自治体施設）

16

2 相模原市 1 2
（学校）

3

3 港区 1 ー 1

4 新宿区 1 ー 1

5 千代田区 3 ー 3

6 中央区 2 ー 3

7 豊島区 1 ー 1

8 袖ヶ浦市 1 ー 1

9 横浜市 1 ー 1

実施個所合計 30
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（２）LCAからのGHG負荷軽減の検証

■ 出席者からの評価・コメント
・電気を使用し乾燥する行程についての検証
電力消費からの温室効果ガスの検証
LCA的にGHG負荷軽減に貢献するか

①キックオフ及び審査委員会とのミーティングから

■ 対応方針 （事務局 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング様 作成）

・排出原単位のデータベース案

・上記検討及び見積合せの結果、日本能率協会コンサルティング様への委託により算出
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（３）廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）からの検証

■ 出席者からの評価・コメント
・事業としては実施可能と思われるがこのスキームの廃棄物処理法上の整理

・どこに費用がかかるのかをはっきりさせ、自治体へ丁寧に説明 （環境省より）

①キックオフ及び審査委員会とのミーティングから

② 対応
■ 自治体への説明

・実施希望企業の所在自治体への説明

■ 説明内容
・廃棄物処理法において違法な取り組みとならないこと
・許可取得の可能性
・費用等についても開示したうえで取り組みの理解を得る

・許認可が必要であれば地方自治体が許可を出すことの検討
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（４）モデル事業実施期間内のゴール（目標）設定と効果検証
① 事業実施期間のゴール（目標）

当初

追加

検証項目

次ページ

SAIKAI COFFEE for Office の実施から　コーヒー豆かす約８㌧の食品廃棄物の削減を目指す
■LCAからのGHG負荷軽減の検証
■廃棄物処理法からの検証

■実施希望自治体の所在自治体

■江東区、千代田区、中央区、
　 新宿区、港区、豊島区
■相模原市
■横浜市、袖ヶ浦市

■８月より通期 ■各自治体の理解

■9/5 相模原市WEB説明会　　（対象 さがみはらSDGｓパートナー）
■9/19 三井デザインテック（SAIKA COFFEE for office導入企業）
■9/24 相模原市立橋本小学校
■11/16 相模原市主催 大学生ゼロカーボンポスターセッション

■データ収集
■CO2原単位設定
■LCA算定

■日本能率協会コンサルティング ■１月～２月 ■LCA算定

■スキームの再検証
■原価計算などビジネス検証

■ステークフォルダー
　 物流企業、乾燥機メーカー、備品
　 一次産業者

■８月～１０月 ■わかりやすい説明資料

■LCAの算出協力企業の選定 ■３者見積 ■８月～１０月 ■委託先決定

■LCAの基本事項の設定
■LCAの算定準備 ■日本能率協会コンサルティング ■１１月～１２月 ■LCA算定準備

■実施者、リサイクラー、一次産業者
　 ヒアリング
　 アンケート回収

■実施
　 自治体施設、企業、リサイクラー
　 一次産業者

■１月より ■回収

■価格など検証
　 サービス料金
　 飼料、肥料価格
■アンケート回収

■実施
　 自治体施設、企業、リサイクラー
　 一次産業者

■１月より ■回収

■広報活動
　 イベント実施、アンケート回収

■参加者への説明
　 アンケート実施、分析

■コーヒー豆かす回収量
■回収品質
■製品製造
■アンケート回収

■各所からの回収量
■各所からの回収検品
■回収品からの製造

■８月より通期
■データ化
　 量の記録
　 アンケート実施、分析

■渋谷区（環境政策）と連携
■相模原市（SDGｓ推進）と連携
■各企業

■８月より通期 ■実施個所５０か所

■実施決定
　 自治体施設、企業への説明

■実施決定
　 自治体施設、企業 ■８月より通期 ■実施個所５０か所

3.廃棄物処理法
からの検証

2.LCAからのGHG
負荷軽減
の検証

取り組み 実施内容

■発注先選定2.1

2.3
■データ収集
■CO2原単位設定
■LCA算定

2.2 ■LCAの基本事項の設定
■LCAの算定準備

3.1 ■廃棄物処理法の再検証

3.2 ■自治体への説明

1.1 実施企業・施設の決定

取り組み対象 実施時期 目標

事業目標

1.コーヒー豆かす
の再資源化

SAIKAI
COFFEE
for Office

の実施

1.2
実施施設･企業への説明
と機器類送付
⇒コーヒー豆かす回収開始

1.3 教育・宣伝 活動イベント

1.4 検証
（量、性状、製品製造）

1.5
検証
（実施者、リサイクラー、
　 一次産業者からの視点）

1.6 検証
（ビジネス）

■自治体施設（渋谷区、相模原市）
■企業へ提案
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② 検証項目

主要3項目 実施項目 1.実施 2.LCA 3.廃棄物

1.1.1 参加企業などの従業員の声 ⇒ アンケート実施 〇 〇 〇
1.1.2 Niji COFFEE製造 製造について ⇒ ヒアリング 〇 〇

性状 ⇒ 写真撮影 〇
量 ⇒ 計量 〇

1.1.3 食品廃棄物の減量効果 ⇒ 計量データからの推測 〇
1.1.4 イベントなど ⇒ ヒアリング 〇
1.2.1 リサイクラー工場勤務者の声 ⇒ ヒアリング 〇 〇
1.2.2 飼料・肥料 販売価格 ⇒ 価格調査 〇 〇
1.2.3 製造品質 ⇒ 成分分析 〇 〇
1.3.1 農家・酪農家の声 ⇒ ヒアリング 〇
1.3.2 生産物の状況 ⇒ ヒアリング 〇
1.3.3 市場の声（付加価値はついたかなど） ⇒ ヒアリング 〇
1.4.1 おかえり便への声 ⇒ ヒアリング 〇
1.4.2 購入費用 ⇒ ヒアリング 〇
1.5.1 コスト試算 ⇒ ヒアリング 〇 〇
1.5.2 廃棄物/有価物についての検証（1.2より） ⇒ ヒアリング 〇
1.5.3 サービス提供価格について ⇒ ヒアリング 〇
2.1.1 LCAの基本事項の設定 ⇒ 前提条件内容 〇
2.1.3 LCA算定 ⇒ 算出結果 〇
3.1.1 コスト試算 ⇒ 算出結果 〇
3.1.2 廃棄物/有価物についての検証（1.2より） ⇒ ヒアリング 〇
3.1.3 自治体説明の結果 ⇒ ヒアリング 〇

検証の互換項目

検証項目

実施項目

検証方法

2.1 LCAからのGHG負荷軽減
     の検証

3.1 ビジネスモデル構築

1.コーヒー豆かす
の再資源化

SAIKAI
COFFEE
for Office

の実施

2.LCAからのGHG
負荷軽減の検証

3.廃棄物処理法
からの検証

1.1 コーヒー豆かすの再資源化

1.2 飼料・肥料化

1.3 農家・酪農家

1.4 農産物・加工品のお戻し

1.5 ビジネスモデル構築
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（５）実施スケジュール

2023年 2024年 2025年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

フェーズ１ フェーズ２

コーヒー豆かす回収
フェーズ2 実証実験 開始フェーズ1 実証実験 開始

検証 検証

SDGｓ、食品廃棄ゼロの啓発活動（参加企業）
回収量、おかえり便、全体コスト など検証

排出量、性状、取り組み内容について検証

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

▲キックオフ
▲審議員ミーティング

★スタート 　　★報告
▲定例 ▲定例 ▲定例 ▲定例 ▲定例 ▲定例 ▲定例

★イベント

2024年
７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

2025年
８月

全体

自
治
体
 

関
連
施
設

渋谷区

相模原市

企業
コーヒー豆かす 回収 開始

事前準備

事前準備

事前準備

① 計画



３.事業の実施体制

（１） ”SAIKAI COFFEE for Office“ の実施体制
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（１）”SAIKAI COFFEE for Office“ の実施体制

事 業 主 体 ： 三友環境総合研究所
スタートキット（乾燥機、梱包資材）の発送
参加事業所への取り組み説明と環境教育
各飼料化施設、肥料化施設からのデータ収集（量、写真など）
おかえり便（作物、牛乳、加工品）の受付と発送手続き

飼 料 化 ： 三友プラントサービス （千葉工場）
「コーヒー豆かす」原料からの飼料製造及び計量と性状確認

肥料堆肥化 ： 緑産
「コーヒー豆かす」原料からの肥料堆肥製造及び計量と性状確認

農家酪農家 ： 千葉県、静岡県、山梨県、神奈川県を中心

L C A 算 出： 日本能率協会コンサルティング
法 律 顧 問 ： 芝田総合法律事務所

アドバイザー アドバイザー

渋谷区　企業 相模原市　施設 相模原市　企業 その他自治体　企業

コーヒー豆かすの再資源化（SAIKAI COFFEE for Office の実施＜環境教育 ⇒ 回収 ⇒ 飼料・肥料堆肥化＞）

芝田総合法律蒔事務所 日本能率協会コンサルティング

渋谷区エリア 相模原市エリア その他エリア

三友環境総合研究所 三友環境総合研究所

廃棄物処理法からの検証 LCAからのGHG負荷軽減の検証

渋谷区
環境政策

相模原市
環境保全課

みんなのSDGｓ

三友プラントサービス 緑産

ＳＰＳグループ
三友環境総合研究所

渋谷区　施設

千葉・山梨・静岡エリア 静岡・千葉・神奈川エリア
酪農家 農家

飼料利用 ⇒ 乳製品 肥料堆肥利用 ⇒ 農作物
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４. 事業の成果
（１） コーヒー豆かすの再資源化
（２） 飼料・肥料製造（リサイクラーからの視点）

（３） 肥料堆肥・飼料の使用（農家・酪農家からの視点：期間的に酪農家のみ）

（４） おかえり便について（SAIKAI COFFEE for OFFICE 実施者からの視点）

（５） サービス価格について（SAIKAI COFFEE for OFFICE 実施者からの視点）

（６） ビジネスモデル構築
（７） イベント（教育宣伝・啓発活動）
（８） 審査委員からの指摘事項： LCAからのGHG負荷軽減の検証
（９） 審査委員からの指摘事項：廃棄物処理法からの検証
（10）まとめ
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① 実施個所毎の回収量（焼却廃棄から資源循環：食品廃棄物減量効果）
（１）コーヒー豆かすの再資源化（SAIKAI COFFEE for Office 実施者の視点）

エリア 実施企業数 その他施設 実施個所 回収量 含水考慮回収量

1 渋谷区 11 2
（自治体施設）

16 約1.0㌧ 約1.6㌧

2 相模原市 1 2
（学校）

3 約0.1㌧ 約0.2㌧

3 港区 1 ー 1

4 新宿区 1 ー 1

5 千代田区 3 ー 3

6 中央区 2 ー 3

7 豊島区 1 ー 1

8 袖ヶ浦市 1 ー 1

9 横浜市 1 ー 1

22 ー 30 約1.9㌧ 約3.2㌧

約0.8㌧ 約1.4㌧

実施個所合計
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② 自治体施設・参加企業などの実施者の声 （N＝20）

■実施者からのコメント
・食品会社では無くても身近な取り組みとして行えることが良い。
・社員に身近なものがリサイクルでき、リサイクルしているところが目に見えるところが良かった。
・一次産業者への支援につながり、かつ自社の環境活動にもつながる取り組み
・オフィスでの資源循環な取り組みはできていませんでした。他部署・他拠点へ展開していきたい。
・オフィスといった部分では一般的な分別や紙のリサイクルしかできていませんでした。さらにリサイクル
を進めるといったことでなやんでいたところでの今回の取組みでしたので、同じ悩みをもつ企業は他に
も多数存在すると思います。

Q.2 Q.1でそのように回答された理由を教えてくださいQ.1 SAIKAI COFFEE for Office を始めて良かったですか？

Q.3 SAIKAI COFFEE for Office を他の部署や他社、他団体に
お勧めできますか？ ・調査方法：対面でのアンケート方式

・調査時期：2025年1月～2月
・対 象 数：22社（内回答20社）

※P21,29,30においても同様。
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■実施者からのコメント
・思ったより簡単に使えて、従業員への周知がスムーズに行えました
・ペーパーと一緒に乾燥できるのは良い
・製造機の大きさがもう少し大きいとうれしい（また、その逆）
・乾燥指標があるとよいかも
・乾燥中も静かで気になりませんでした。

③ Niji COFFEE 製造について（実施者の声） （N=20）
Q.1 Niji coffee の製造は簡単ですか？負担ですか？ Q.2 SAIKAIバッグの配送について教えてください

Q.3 SAIKAIバッグについて教えてください Q.4 Niji coffeeの製造機（乾燥機）について教えてください
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④ Niji COFFEE 製造 ⇒ 飼料化：三友プラントサービス（性状など）
今回のSAIKAI COFFEEでは乾燥を発生場所で行うことからコーヒー豆かすの性状が安定して
飼料・肥料化施設へ届き、また異物が無いことが確認された。

（写真） 実際に搬入されたNiji COFFEE
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⑤ Niji COFFEE 製造 ⇒ 肥料堆肥化：緑産 （性状など）
今回のSAIKAI COFFEEでは乾燥を発生場所で行うことからコーヒー豆かすの性状が安定して
飼料・肥料化施設へ届き、また異物が無いことが確認された。

（写真） 実際に搬入されたNiji COFFEE
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（２）飼料・肥料製造（リサイクラーからの視点）
① 製造量など

受け入れたコーヒー豆かすは全量 飼料・肥料堆肥化することができた。
まだ量が少ないために飼料・肥料堆肥に使用するコーヒー豆かす原料中のNiji COFFEEのシェアは1％に到達し
ていなかった。

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 計
千葉工場：飼料化

飼料製造量 30.0㌧ 46.8㌧ 62.4㌧ 69.0㌧ 62.7㌧ 54.3㌧ 59.5㌧ 384.7㌧

SAIKAI COFFEE
受け入れ量 155.2㎏ 182.1㎏ 247.3㎏ 257.4㎏ 280.7㎏ 323.4㎏ 335.7㎏ 1,351.5㎏
飼料化使用量 155.2㎏ 182.1㎏ 247.3㎏ 257.4㎏ 280.7㎏ 323.4㎏ 335.7㎏ 1,351.5㎏
使用率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
廃棄率 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
千葉工場飼料製造量シェア 0.5% 0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 0.6% 0.6% 0.4%

緑産：肥料化
堆肥製造量 54.4㌧ 68.0㌧ 68.0㌧ 68.0㌧ 54.4㌧ 54.4㌧ 68.0㌧ 435.2㌧

SAIKAI COFFEE
受け入れ量 56.7㎏ 81.0㎏ 94.7㎏ 98.0㎏ 82.4㎏ 66.5㎏ 75.0㎏ 554.3㎏
肥料化使用量 56.7㎏ 81.0㎏ 94.7㎏ 98.0㎏ 82.4㎏ 66.5㎏ 75.0㎏ 554.3㎏
使用率 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
廃棄率 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
緑産肥料製造量シェア 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.2% 0.1% 0.1% 0.1%
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② 工場勤務者の声

■千葉工場
・本来捨てられるものが資源になることは、排出者の環境への意識が変わる取り組みのため良い
・袋のサイズが小さすぎると開封に手間がかかるが、SAIKAI COFFEEで送られてくるサイズ感であ

れば通常の作業と変わりなく対応ができる。
・普段搬入されるコーヒー豆かすは、食品リサイクルループを利用したスキームであり廃棄物という枠

組みのため、水切りが不十分で含水がかなり高いものがあるが、SAIKAI COFFEEで乾燥さ
れたものがあると混ぜることで水分調整ができるのでとても助かる。

・性状が安定しているため、カビも無く原料として使用可否で仕分けする必要が無い。

■緑産
・SAIKAI COFFEEの活動に参加することで、当社のような取り組みを知っていただく良い機会になっ

たので良かった
・袋を破袋することは作業が増えるが、それほど負荷には感じていない。
・１つのバックの中に、少量のコーヒー豆かすが複数の袋の入っているケースがあるが、１つにまとめてもら
えると助かる。

・届くNiji COFFEEは事業者が原料としてとらえているからか、異物も無く安定した性状のものが届い
ている。

・育てている作物（果実）は季節ものであるため、通年送れるものではないので、堆肥として戻すなど
のやり方も考えていきたい。
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（３）肥料堆肥・飼料の使用（農家・酪農家からの視点）
① 酪農家の課題から本事業が取り組む意義

健康状態を牛専門の獣医師が遠隔で診断
乳量UPと低コスト化を両立する餌の献立を提案！

■社会的背景：飼料価格の高騰 ■社会的背景：牛乳消費の減

■酪農家と獣医師と取り組むこと （三友環境総合研究所は石山生産獣医科院長・東京大学大学院特任助教 石山大先生と連携しています）

工業製品と異なり、牛は定期的に乳を搾らないと病気に
なってしまうため、生乳の生産コントロールすることは困難。

■エコフィードの活用
酪農家の「儲け」の構造
乳価は決まっているけれど、乳量や利益率は変更可能
⇒儲ける基本戦略は 『出荷乳量を上げ』 『餌代を下げる』

作戦① 安い餌を仕入れて、餌代を下げる
作戦② 規模拡大して搾乳頭数を増やすことで、出荷乳量を上げる
作戦③ 一頭ごとの泌乳量を上げて、出荷乳量を上げる

エコフィードを導入、飼料設計を行い、餌代を下げる

ベンチャークラブちば 第41回ビジネスプラン発表会 資料より
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② 酪農家に “コーヒー豆かす飼料” を選んでもらうために
■給餌内容と飼料設計にあたり

「高収益の両立」

↓ ↓
　餌の献立（飼料設計） 　乳量のUPと低コスト化

⇒ 10～18㎏（高糖分）
⇒ 3～6㎏
⇒ 4～8㎏（高脂肪）
⇒ 4㎏（高蛋白）

・コーヒー豆かす飼料
　（デリーファーム）

⇒ 1～2㎏（含水多、蛋白）
　　乳房炎対策
　　利尿効果による暑さ対策

乳量を上げることから
・出荷を増やす　　　高品質な乳（乳房炎対策から）
・出荷先を増やす　 リサイクルループなど購入先窓口へ

酪農家の課題　「牛の健康維持」と「高収益の両立」
エコフィードの活用
・おから（豆腐かす）
・ゴマ油かす
・酒かす
・醤油かす

⇒ 栄養バランス（課題）
⇒ 1～3㎏（高蛋白）
⇒ 1.5㎏（乳脂肪酸低下）
⇒ 2～4㎏
⇒ 2～3㎏（高脂肪、高塩分）

「牛の健康維持」
光熱費・飼料費の高騰

　　牛群検定の活用

　　栄養バランス

・パイナップルかす
・小豆皮
・ビールかす
・ささげ豆残渣

　　餌代を下げる

　　出荷乳量を上げる

餌代
を下げる

出荷乳量
を上げる

酪農家がコーヒー豆かす飼料を購入するモチベーション

飼料設計に組み込む

粗飼料 濃厚飼料 添加飼料

牧草 穀物 ヌカ・フスマ類 油粕類 ビタミン剤・カルシウム剤

コーヒー豆かす 豆腐かす（おから） ごま油かす 酒かす 醤油かす パイナップルかす 小豆皮 ビールかす ささげ豆かす
給餌量 1-2kg/日・頭 1-3kg/日・頭 1-5kg/日・頭 2-4kg/日・頭 2-3kg/日・頭 10-18kg/日・頭 3-6kg/日・頭 4-8kg/日・頭 4kg/日・頭

やや高タンパク（14.9%DM） 高タンパク（29.1%DM） やや高タンパク（21.9%DM）高タンパク（29.7%DM） 高タンパク（24.3%DM） 高タンパク（25.9%DM）

やや高脂肪（12.2％DM） やや高脂肪（12.3％DM） 高脂肪（40.7％DM） やや高脂肪（13.3％DM） やや高脂肪（10.7％DM）

高デンプン（35.0％DM）

やや高糖分 やや糖分

高繊維 消化性の高い繊維 やや高繊維

低ｐH やや低ｐH やや低ｐH

嗜好性 少し難あり 嗜好性　良

常温保存可 常温保存可 常温保存可 常温保存可 常温保存可 常温保存可 常温保存可

注意点 多すぎるとアレルギーの可能性 腐敗しやすい 乳脂肪の低下 酒の種類により成分にバラツキ 多すぎると乳脂肪の低下

代替 牧草の減量 ビートパルプを減量 ルーサン等を減量

成分
特徴

その他
特徴
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③ 飼料成分と乳の品質
■乳房炎対策（体細胞数の変化）

・ 飼料の品質が圧倒的良いわけではない
・ コスト削減に繋がれば
・ コーヒー豆かす飼料を使用しても乳価は上がらない
・ 今回は「富士山プレミアム牛乳」を採用してくれて需要が伸びたとも聞く
・ もっと新たな需要が生まれるか構造的な課題を解決しないと一番のコストは物流費

■酪農家、獣医師の声

・ 牛群検定の結果から生乳中の体細胞数を確認
・ 給餌前半年、給餌後半年の体細胞数を比較
（比較月は同月とする。
例：給餌前の１～６月と給餌後の１～６月）

48%減少
A牧場 B牧場

14%減少

給餌前 給餌後 給餌前 給餌後

十勝分析センターにて分析
■飼料成分

発酵前後の差↑ 発酵前後の差↑

粗蛋白質(CP) 14.9 17.9 g/100g(乾物中) 3.1 g/100g(乾物中) 17.5 g/100g(乾物中) 2.7 g/100g(乾物中)

溶解性蛋白(CP中％) 14.3 27.6 %(CP中) 13.4 %(CP中) 25.1 %(CP中) 10.9 %(CP中)

分解性蛋白(CP中％) 21.7 37.6 %(CP中) 15.9 %(CP中) 37.0 %(CP中) 15.3 %(CP中)

デンプン 0.0 0.0 g/100g(乾物中) 0.0 g/100g(乾物中) 1.1 g/100g(乾物中) 1.1 g/100g(乾物中)

粗脂肪 13.7 14.7 g/100g(乾物中) 1.0 g/100g(乾物中) 13.3 g/100g(乾物中) -0.4 g/100g(乾物中)

コーヒー
豆かす

（発酵前） 発酵前比較 発酵前比較

コーヒー豆かす飼料（発酵後）

2024年5月 2025年1月

食品分析センターにて分析

クロロゲン酸 18 mg/100g

タンニン（タンニン酸として） 0.86 g/100g 0.7 g/100g

無水カフェイン 0.18 g/100g 0.14 g/100g

コーヒー豆かす飼料（発酵後）コーヒー豆かす

検出せず
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① 実施者の声 （N＝20）

■おかえり便へのコメント

（４）おかえり便について（SAIKAI COFFEE for OFFICE 実施者からの視点）

・受け取りもスムーズにでき、問題なく運用ができている。
・従業員からの人気が高く今の量では足りない。
・牛乳は賞味期限が短いので、ラインナップが充実して賞味期限が長いものと選べるとより良いと思う。
・初めは消費できるか不安だったがすぐ飲み切れている。

Q.1 おかえり便（牛乳）について何か要望はありますか？ Q.2 おかえり便（牛乳）を個人でも同じ商品を購入しようと思いますか？

Q.3 おかえり便（牛乳）の質と量は満足ですか？



Q.1 SAIKAI COFFEE for Office の価格はどう思いますか？
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（５）サービス価格について（SAIKAI COFFEE for OFFICE 実施者からの視点）

・適正だと思います。
・現在の価格でも許容範囲だと思います。
・価格は適正だと感じています。価格が上がってもおかえり便を増やしていただければ検討可能です。

・もう少し安いと続けやすい。
・少し高く感じますが、取組は素晴らしいと思いますので続けていきたいと思います。
・安くはないですが、許容範囲です。
・価格は聞かされていない

（満足いただけているコメント）

（どちらでもないコメント）

② 導入を見送った声

■サービス価格へのコメント

・SDGｓや環境活動にお金をかけたくない
・SAIKAI COFFEEのサービス料金を牛乳代と考えた際に、高く感じた
・おかえり便で牛乳が返ってきた場合に利用が難しいため、ラインナップが増えてから再検討したい

① 実施者の声 （N=20）



（月額費用①＋②）スタートキット
■ 乾燥機や梱包資材をスタートキットとして三友が準備したもの。
■ 乾燥機は、コーヒー豆かすの乾燥用にアレンジしたもの。
■ 万が一故障した場合においても、追加料金なしで取り換え可能。
（月額費用②）生産品の購入費
■ 牛乳及び農作物（マンゴー等）の購入費
（月額費用③）生産品の運搬費
■ 生産場所からの宅配料金

排出者
オフィス（食品関連事業者以外でも可） 運搬会社

宅配便
肥料堆肥・飼料製造

（リサイクラー）
生産者

コーヒー豆販売

従業員カフェ
原料製造

『Niji・COFFEE』
原料として

投入

『Niji・COFFEE』

廃棄物でない

運搬会社
宅配便

（月額費用①）
・乾燥機レンタル費

（三友負担）
・Niji COFFEE運搬費
・飼料・肥料製造費

（月額費用③）
・生産品の購入費

（月額費用④）
・生産品の運搬費

飼料・肥料
（販売）

（月額費用②）
・梱包用資材

■ Niji COFFEEの宅配送料
※ 着払い伝票を開始時にお渡ししている。

■ 飼料・肥料製造費用

お客様負担 三友負担

① 発生費用 お客様負担と三友負担
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（６）ビジネスモデル構築



https://www.parisparis.jp/spec/

② コストモデル

乾燥機 バッグ
備品

（発送段ボール
bビニール袋

小計 Niji着払 処理費 計

おかえり便　Aコース
ミニマム 156,000 163,875 49,500 9,000 3,300 61,800 17,020 24,000 46 20,700 27,255 450 10,000 3,100 36,480 0 36,480

おかえり便　Aコース
ベーシック 288,000 307,740 49,500 9,000 3,300 61,800 17,020 24,000 184 82,800 109,020 450 10,000 3,100 36,480 0 36,480

おかえり便　Bコース 432,000 454,020 49,500 18,000 5,500 73,000 22,620 24,000 368 165,600 142,600 450 20,000 6,200 36,480 0 36,480

おかえり便　Cコース 816,000 817,400 148,500 24,000 7,200 179,700 49,780 24,000 736 331,200 180,320 450 40,000 12,400 72,960 0 72,960

納税 本数 商品代金 配送 1本あたり

ふるさと納税 75,000 48 22,500 469

収入
（サブスクモデル） コスト計

バッグ戻し
（三友⇒事業

者）
事務費 本数 果物

（マンゴー等） 配送費
参考スタートキット

商品代金
（パッケージ） 配送 1本あたり
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■ ふるさと納税 75,000円（4本×12回） ※比較検討

（参考価格）
■ 乾燥機 49,500円/台

75,000円✕30％
＝22,500円（商品調達金額）

※1回あたり
22,500円÷12回＝1,875円
1,875円÷ 4本＝ 469円

（送料込み）

https://www.parisparis.jp/spec/
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③ 参考 おかえり便（食品リサイクルループの戻り品）

再生利用事業計画の再生品利用量計算式（Ａ－Ｂ）×｛（Ｃ÷Ｄ）×（Ｅ÷Ｆ）｝×0 . 5

C＝ 11.0 トン/年 D＝ 12.5 トン/年 E＝ 12.5 トン/年

G＝ 0.7 トン/年 B＝ 2,190 トン/年 A＝ 2,738 トン/年 F＝ 4,565 トン/年

1.8 L/日

食品循環資源の排出量（30kg/日）

特定農畜水産物の利用量

特定肥飼料等の原材料の量 特定肥飼料等の使用量

肥飼料全体の量特定農畜水産物の生産量販売先の確保量

食品関連事業者 再生利用事業者

農林漁業事業者

利用量

（参考事例）
・食品関連事業者が30kg/日のコーヒー豆かすを排出。
・全量飼料化し、250頭飼育している酪農家に給餌。
・酪農家の販売先確保量は、生産量の80％。

再生品利用量は、
0.7㌧/年（1.8L/日）のみ

乳牛１頭あたりの乳生産量は、30L程度であり、
発生量の少ない企業が当ループ認定を取得した場合、生産品の利用量は1頭あたりの生産量の内、
約６％程度だけ利用すればよいことになる。
現状、酪農家としてはこうしたループに入るメリットがほとんどない。

飼料販売・購入

牛乳販売・購入

処理委託
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（７）イベント（教育宣伝・啓発活動）
① 相模原市WEB説明会

② SAIKAI COFFEE for Office導入企業 従業員向けSDGｓウィークイベント

日時：2024年9月5日
対象：さがみはらSDGｓパートナー企業
内容：市内パートナー企業へ食品廃棄物ゼロエリアモデル事業 “SAIKAI COFFEE for Office”説明

日時：2024年９月19日
対象：SAIKAI COFFEE for Office 実施企業
内容：SAIKAI COFFEE for Office 実施企業のSDGｓウィークイベントでの講演

食材を使い切ること、使い切れる量を購入すること
地産地消、自宅でできるだけ作る
ゴミを無くす努力
食べられる分だけを購入する
ごみの分別
まだ出来ていません、、、
コンポスト、生ゴミ乾燥処理
野菜の皮もできるだけ利用する。食べ物を残さない。
食べる分だけ買う

Q.1 SAIKAI COFFEE for office の参加にあたり一番興味を
持ったものは何ですか？

Q.2 ご自身で食品廃棄物削減に向けて
取り組んでいることを教えてください

Q.1 SAIKAI COFFEE for office の参加にあたり一番興味を
持ったものは何ですか？（N=5）

（N=12）
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③ 相模原市立橋本小学校
日時：2024年９月24日
対象：小学校5・6年生
内容：SDGs環境授業
講師：相模原市みんなのSDGｓ推進課

ヤクルト本社
三友環境総合研究所

内容：SDGsについて、市のごみについて、廃プラスチック、食品廃棄物 について
資源回収（家庭からの廃プラスチック回収、スターバックス アリオ橋本店からのコーヒー豆かす）
に取り組む

■ 環境授業（相模原市役所、ヤクルト本社、三友環境総合研究所）

■ 資源回収（乳酸菌飲料容器、コーヒー豆かすの回収）

プラスチックの再資源化+食品廃棄物（コーヒー豆かす）再資源化 ⇒ 焼却ごみの削減
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④ 相模原市主催 大学生ゼロカーボンポスターセッション
日時：2024年11月16日
対象：相模原市近隣大学

青山学院大学、麻布大学、国士舘大学、桜美林大学

Q.1 三友グループが取り組むゼロカーボンで興味を持ったこと

Q.2 コーヒー豆かすリサイクルについて興味を持ったこと

Q.3 皆さんが環境活動を行うにあたって最も重要視することは？

技術が難しいため
安い方がいいから
安い方が利用してもらえると思うから
低価格が望ましい
廃棄の代わりに環境に交換できるというメリット。会社の環境活動のPRになる。
環境配慮の意義とコストバランス
あらゆるコストを加味した価格です。
「御社のサステナビリティ報告書に循環経済の取組の１つとして発信してください。
年間6万円なら安いものです。」と説明する。
環境に良いことも大事だが、価格を安値にする方が利用してもらえると思ったから。
あなたが飲んでいる一杯のコーヒーが地球を救います

Q.4 SAIKAI COFFEE for Office は牛乳（2本）が定期的（毎週）に戻ってくる仕組みです。
皆さんが企業へ提案するときの設定価格（月額）はいくらにしますか？説明する理由は？

（N=11）
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（８）審査委員からの指摘事項：廃棄物処理法からの検証
① 自治体への説明方針

② 結果

・廃棄物処理法において違法な取り組みとならないこと
・費用等についても開示したうえで取り組みの理解を得る
（対応）４－（６）①～③の内容を提示したうえで、廃棄物の処理費用等を取っていないことを
明確にし、有価物として取り扱っていることを説明。
・許可取得の可能性
（対応）一般廃棄物の処理業及び運搬業許可取得の可能性についてヒアリング

ⅰ）説明実施自治体
・SAIKAI COFFEE導入企業の一般廃棄物管轄自治体 計8か所
・今回のモデル事業中には取り組みが間に合わなかった企業の一般廃棄物管轄自治体 計2か所

ⅱ）結果まとめ
・７つの自治体とは廃棄物該当性について協議の上、事業実施
・１つの自治体とは引き続き、実施に向けた協議中
・一般廃棄物収集運搬業許可については、新規許可の取得は困難であった。
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（９）審査委員からの指摘事項： LCAからのGHG負荷軽減の検証
① 検証条件（算定機能単位、シナリオパターンなど）

※日本能率協会コンサルティング様 のご協力により算出
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②-1 検証結果

各シナリオ・パターンの算定結果は以下のようになる。全体で最も環境負荷が小さいのは2-1 SAIKAI 
COFFEE 肥料堆肥化、2-3 SAIKAI COFFEE 飼料化となる。
輸送は排出・納品先で環境負荷が変動するため、処理/リサイクルの環境負荷がそのシステムの環境負荷
を見る際には適切である。そのプロセスのみでみると2-3が最も環境負荷が小さい。
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②-2 検証結果

③環境優位なリサイクル方法
最も環境優位なリサイクル方法は3-1肥料堆肥化、2-3飼料化である。
本リサイクルシステムでは、飼料化と肥料堆肥化のシステムであるため、この点について考察する。
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②-3 検証結果
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③ 検証結果のまとめ
（委員からのコメント）
・電気を使用し乾燥する行程についての検証
・電力消費からの温室効果ガスの検証
・LCA的にGHG負荷軽減に貢献するか

（考察）
今回、算定の背景でもある前処理乾燥 工程が環境優位性があるかどうかについて考察する。
〈前処理 乾燥 工程の環境優位性〉
前処理（乾燥） 工程は以下の点で環境優位性がある。
1.減量・減容化による輸送にかかる環境負荷の低減

乾燥により、コーヒー豆かすの 水分が飛び、減量・減容化することで輸送重量が減り、環境負荷が低減される。
2.減量・減容化による受入工程でのエネルギー使用の低減
1同様、工場での受入工程で使用されるフォークリフトの使用エネルギーが減り、環境負荷が低減される。

3.性状を安定させることによる廃棄物処理にかかる環境負荷の低減
乾燥により水分が飛ぶことで、カビの繁殖を抑えることができ、工場に受け入れた際の廃棄物が減る。

焼却 ー ー

食品リサイクルループ
飼料化 △27% △48%

地域内循環
食品リサイクルループ飼料化 △45% △48%

SAIKAI COFFEE 飼料化 △55% △71%

SAIKAI COFFEE 堆肥化 △60% △66%

削減率

全工程 乾燥工程＋
処理リサイクル
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（10）まとめ

目的の実現と課題

■日本能率協会コンサルティング
　  のフォローから算出

算出結果
電力を使用して乾燥工程によるGHG負荷について算出
シナリオとして ①自治体焼却 ②食品リサイクルループ ③SAIKAI COFFEE　④バイオマス
で検証。全体の結果として ④＜③＜②＜① の順番でGHG排出量が少なかった。
⇒ コーヒー豆かすの減量効果（輸送、作業）により負荷軽減効果
　　性状の安定により廃棄ロスがなくなり負荷軽減効果
　　※以上から、電力を使用して乾燥しても全体の中では負荷軽減効果となる

■ステークフォルダー
　 物流企業、乾燥機メーカー
　 備品、一次産業者

■実施希望自治体の所在自治体
　　江東区、千代田区、中央区、新宿区、港区、豊島区
　　相模原市、横浜市、袖ヶ浦市

■全体フローにおけるコストを再検証
⇒ 廃棄物処理費用相当がサービス価格に入っていないとなる

⇒ 実施希望の企業所在地の自治体へ説明実施■自治体への説明

　SAIKAI COFFEE for Office のスキームにより　資源循環、SDGｓといった環境活動に誰もが取り組みやすくする

　SAIKAI COFFEE for Office のスキームにより　排出者・リサイクラー・一次産業者にメリットがある

⇒ 目標未達（実施場所、量 双方の拡大が課題）
⇒ ごみ減量、資源循環取り組みに参加できる

1.6

■５０か所を目標としたが、全体３０か所（渋谷区16か所、相模原市3か所
　 その他１１か所）での実施
 　 ・実施は当初予定から遅れてのスタート（自治体説明、実施内容増など）
⇒ 都心部にニーズ有（オフィス）、外資企業は国の認定よりスピードと簡便さ
■回収にあたり説明実施（環境教育を合わせて実施）
⇒ 環境取り組み（ごみの減量と資源循環）への理解

■コーヒー豆かす回収をキーワードにSDGｓ、ごみ減量、食品リサイクル、ゼロカーボン
　 について講演を行う
⇒ 環境取り組み（ごみの減量と資源循環）への理解

■５０か所から８㌧の食品廃棄物（コーヒー豆かす）の削減を目指したが
　 ３０か所から3.2㌧(渋谷区1.6㌧、相模原市0.2㌧、その他1.4㌧）
⇒ 本実証実験では規模がまだ小さい（食品リサイクルループに包含される）
■リサイクラーからは回収全量の飼料、肥料堆肥製造、しかし量が少なくシェアは1％未満
　 食品リサイクルループ（食品関連事業者）の実施希望企業の規模が大きい
⇒ リサイクラーは性状としては良好、製造にあたって安定した量の受け入れが必要
■酪農家からはエコフィードとして使用したいが優位性（価格、成分など）に今一歩
⇒ コーヒー豆かす飼料利用のための要素を検討する必要
　  牛乳購買の仕組みだけでは酪農家直接のメリットが弱い
■実施者からは資源循環取り組みとして評判は良好
⇒ オフィスとして今まで取り組めていなかったことが実現（他へも薦めたい）
⇒ 価格を下げるとするとコスト構造上 おかえり便（牛乳）の量を減らす。
　　酪農家へのデメリットとなり、資源循環 飼料利用が減る恐れ
⇒ サービス価格は高めだが許容範囲内、一方で導入見送り事業者は高いと判断

■9/5 相模原市WEB説明会　　（対象 さがみはらSDGｓパートナー）
■9/19 三井デザインテック（SAIKA COFFEE for office導入企業）
■9/24 相模原市立橋本小学校 　3/6まとめ授業
■11/16 相模原市主催 大学生ゼロカーボンポスターセッション
■3/1-2　ファーマーズキッズフェスタ

2.2
■LCAの基本事項の設定
■LCAの算定準備

■LCAの算出協力企業の選定
■LCAの基本事項の設定
■LCAの算定準備
■データ収集
■CO2原単位設定
■LCA算定

2.LCAからのGHG
負荷軽減
の検証

2.1 ■発注先選定

2.3
■データ収集、原単位設定
■LCA算定

3.廃棄物処理法
からの検証

3.1 ■廃棄物処理法の再検証 ■スキームの再検証
■原価計算などビジネス検証

3.2

検証
（量、性状、製品製造）

■コーヒー豆かす回収量
　　再資源化量
■回収品質
■製品製造
■価格など検証
　 サービス料金、飼料、肥料価格
■アンケート回収

■リサイクラーからの視点
■酪農家からの視点
■実施者からの視点
　　おかえり便、サービス価格

実施内容からの事業の成果

■渋谷区（環境政策）と連携
■相模原市（SDGｓ推進）と連携
■各企業

⇒ コスト・仕組みに課題

取り組み

■実施決定
　 自治体施設、企業への説明 コーヒー豆かす回収開始

　SAIKAI COFFEE for Office の実施から　コーヒー豆かすの資源循環により食品廃棄物の削減を目指す

1.2
実施施設･企業への説明
と機器類送付

1.3 教育・宣伝 活動イベント
1.コーヒー豆かす

の再資源化

SAIKAI
COFFEE
for Office

の実施

1.1 実施企業・施設の決定

1.5
検証
（実施者、リサイクラー、
　 一次産業者からの視点）

検証
（ビジネス）

1.4
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５. 今後の検討課題

（１）課題の顕在化

（２）課題の対応に向けて
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今回の事業を検証まとめ（P.46）から今後の課題を改めて認識。
■ スケール（実施場所、量）の拡大 ⇒ リサイクル率向上 食品廃棄物ゼロへ
■ 持続可能な仕組み（コスト・価値あるスキーム） ⇒ 継続的実施
■ ごみ減量、資源循環 取り組みへ積極的に参加できるように

（１）課題の顕在化

今後の検討課題

本来日量２kg以上は
食品リサイクルループを推奨

本来日量２kg以上でも
SAIKAI COFFEE for Office

”スケール（実施場所、量）の拡大”
⇒ リサイクル率向上

実施からの課題

実施場所の拡大 企業への宣伝
※営業努力

量の拡大

導入所在自治体へ説明

代理店との連携
※営業努力 導入所在自治体へ説明

”持続可能な仕組み”
⇒ コスト・価値あるスキーム

食品関連事業者からのニーズ
へも対応

”ごみ減量、資源循環”
 取り組みに参加促進 リサイクル広報活動コスト

食品リサイクルループの申請
（実証試験から）

コスト（価格）構造
の課題

継続した啓蒙活動 場・接点拡大と参加

乾燥機 性能の課題

飼料販売と牛乳販売の拡大
※食品リサイクルループ分 牛乳 おかえり便の拡大

購入量と商品開発

物流コスト課題

成分、機能性 研究
（タンパク、メタン抑制など）飼料

物流コスト課題



実施からの課題 今後の検討課題

”スケール（実施場所、量）の拡大”
⇒ リサイクル率向上 実施場所の拡大 企業への宣伝

※営業努力 導入所在自治体へ説明

代理店との連携
※営業努力 導入所在自治体へ説明

量の拡大 食品関連事業者からのニーズ
へも対応

本来日量２kg以上は
食品リサイクルループを推奨

食品リサイクルループの申請
（実証試験から）

本来日量２kg以上でも
SAIKAI COFFEE for Office 乾燥機 性能の課題

”持続可能な仕組み”
⇒ コスト・価値あるスキーム

コスト（価格）構造
の課題

飼料販売と牛乳販売の拡大
※食品リサイクルループ分 牛乳 おかえり便の拡大

購入量と商品開発

物流コスト課題

飼料 成分、機能性 研究
（タンパク、メタン抑制など）

物流コスト課題

”ごみ減量、資源循環”
 取り組みに参加促進 継続した啓蒙活動 場・接点拡大と参加 リサイクル広報活動コスト
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（２）課題の対応に向けて
① SPS（三友プラントサービス）グループが中心に取り組むこと

② 環境省様と一緒に考えて頂きたいこと

手続き軽減に向けた活動

活動支援

SPSグループが中心

実施からの課題 今後の検討課題

”スケール（実施場所、量）の拡大”
⇒ リサイクル率向上 実施場所の拡大 企業への宣伝

※営業努力 導入所在自治体へ説明

代理店との連携
※営業努力 導入所在自治体へ説明

量の拡大 食品関連事業者からのニーズ
へも対応

本来日量２kg以上は
食品リサイクルループを推奨

食品リサイクルループの申請
（実証試験から）

本来日量２kg以上でも
SAIKAI COFFEE for Office 乾燥機 性能の課題

”持続可能な仕組み”
⇒ コスト・価値あるスキーム

コスト（価格）構造
の課題

飼料販売と牛乳販売の拡大
※食品リサイクルループ分 牛乳 おかえり便の拡大

購入量と商品開発

物流コスト課題

飼料 成分、機能性 研究
（タンパク、メタン抑制など）

物流コスト課題

”ごみ減量、資源循環”
 取り組みに参加促進 継続した啓蒙活動 場・接点拡大と参加 リサイクル広報活動コスト
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③ 手続きについて
■SAIKAI COFFEE for Office 自治体への説明

■再生利用事業計画（食品リサイクルループ）申請

期間 準備から10か月
申請書類の多さからあきらめる企業も

現在４社（T社、R社、R社、T社）準備中
３社（T社、G社、P社）待機中

自治体としての見解をいただけるまでに、
１～２ヶ月かかることもあり、

結果、明確な答えがないこともある。
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６. 事業終了後の展開

（１） コーヒー豆かすマーケット

（２）モデル事業終了後について
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（１）コーヒー豆かすマーケット
コーヒー豆の輸入量は年間約４２万㌧、抽出後の含水含めた重量は年間約８５万㌧が国内で発生。
事業系一般廃棄物となっている 個人・オフィス消費やコーヒーチェーン、外食チェーン、コンビニチェーンなどが各自治体
にて焼却処理されてる実態があります。工場など産業廃棄物は肥料堆肥や敷料、ペレット化などはリサイクルされている。
街中の様々な場所から集め方の工夫により再資源化を目指します。

・ ・乳房炎　軽減 ・牧場
・体温上昇抑制 ・飼料メーカー

・牛のゲップ（メタン）抑制 ・飼料配合

・ユニマットコーヒー
・ネスレ

・牛乳
・乳製品など

・スターバックス
・ドトール

・コメダ珈琲 など ・害虫駆除 ・農家

・農協
・肥料メーカー

・デニーズ
・ロイヤル

・すかいらーく など ・野菜

・果物

・セブンイレブン

・ローソン ・再生可能エネルギー
・ファミリーマートなど

・サントリー ※現状
・コカコーラ 　・店内備品
・キリン など 　・店内内装品

ペレット化

機器貸し出し 個人・オフィス消費

コーヒー豆
42万t

↓

コーヒー
豆かす
85万t

集める

コーヒー豆　販売 個人消費

コーヒーチェーン

外食チェーンなど

飲料メーカー

コンビニチェーン

店舗抽出

工場製造

店舗抽出

工場製造

店舗抽出

工場製造

産業廃棄物

事業系一般廃

産業廃棄物

コーヒー
豆かす
85万t

↓

加工

価値を
高める

飼料家庭ごみ

家庭ごみ

事業系一般廃

事業系一般廃

産業廃棄物

事業系一般廃

燃料

肥料

バイオマス 排出先に戻す

製品特長

牧場連携
（二次加工品）

肥料製造 製品特長

飼料製造

・循環取り組み
・カーボンニュートラル
・製品品質

販売先
・牧場
・農家
・排出先

販売先拡大

販売先拡大

農家連携
（生産物）

製品特長

集め方
・パッケージ
・許認可
・機器（乾燥など）

製品
価値

加工品 用途開発

様々な排出場所

SAIKAI COFFEE

食品リサイクルループ

食品リサイクルループ

食品リサイクルループ
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■再生利用事業計画認定（食品リサイクルループ）
・ 食品関連事業者、リサイクラー、生産者による食品リサイクル率向上に向けた資源循環の仕組み
・ コーヒー豆かすは廃棄物として扱い、車両登録などで許認可を受けた車両で収集可能

排出者
食品関連事業者

通い便

リサイクラー 生産者『コーヒー豆かす』

廃棄物

■SAIKAI COFFEE for office
・ 食品関連事業者以外でも食品廃棄物を減らし資源循環に取り組める仕組み
・ コーヒー豆かすから 『Niji・COFFEE』 をつくり、それを原料に堆肥・飼料を製造、利用した農家・酪農家の作物や乳製品を戻します

排出者
オフィス（食品関連事業者以外でも可） 生産者

コーヒー豆販売

従業員カフェ 原料製造

運搬会社
宅配便

肥料堆肥・飼料製造

『Niji・COFFEE』
原料として

投入

廃棄物でない

定期便で牛乳をお届け・フルーツを年１回お届け

（２）モデル事業終了後について
① SPSが取り組む コーヒー豆かすリサイクルメニュー
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SPSグループでは食品リサイクルループ（スターバックス、セブン＆アイフードシステムズ、帝国ホテル＜申請中＞、リゾートト
ラスト＜申請中＞）の飼料化月間約６０㌧。缶コーヒー用コーヒー豆かすを肥料堆肥化月間約６０㌧ 計１２０㌧の
受け入れを行っています。
SAIKAI COFFEE for Office は現時点では月間０.４㌧の規模であり、先ずは量の拡大を目指します。

テナントとの契約 乾燥 ⇒ 廃棄物ではない SAIKAI COFFEE

1.3 店舗（食品以外）

　　　オフィス、自治体
1.3.1 カフェを運営 乾燥 ⇒ 廃棄物ではない SAIKAI COFFEE

テナントとの契約
⇒　1.1 外食企業　へ

1.2.2 テナント入居者
　　　　　が事務系 不動産企業との契約 乾燥 ⇒ 廃棄物ではない SAIKAI COFFEE

1.2 不動産企業
    （商業施設・複合ビル）

1.2.1 テナント入居者
　　　　　が外食企業 不動産企業との契約 乾燥 ⇒ 廃棄物ではない SAIKAI COFFEE

ルート便を使えない 事業系一般廃棄物
食品リサイクル

ループ

１日約2kg未満
（目安月間40kg未満）

ルート便を持たない 乾燥 ⇒ 廃棄物ではない SAIKAI COFFEE

1.1.2 チェーン展開を
　　　　 していない

１日約2kg以上
（目安月間60kg以上）

ルート便を使える 事業系一般廃棄物
食品リサイクル

ループ

ルート便を使えない 事業系一般廃棄物
食品リサイクル

ループ

１日約2kg未満
（目安月間40kg未満）

乾燥 ⇒ 廃棄物ではない SAIKAI COFFEE

要素6
（廃棄物） 判定結果

食品リサイクル率向上
SDGs活動

1. コーヒー豆かす
    リサイクル

1.1 外食企業
     (カフェ・レストラン・ホテル)

1.1.1 チェーン展開を
　　　　 している

１日約2kg以上
（目安月間60kg以上）

ルート便を使える 事業系一般廃棄物
食品リサイクル

ループ

要素1 要素２
（業種・業態）

要素3
（拠点展開）

要素4
（契約体制）

要素5
（コーヒー豆かす排出量）

要素5
（物流体制）

② リサイクルメニュー毎の展開イメージ

令和7年度も
食品廃棄物ゼロエリアモデル事業へ
今年度のSAIKAI COFFEEだけ
でなく食品リサイクルループを加えた
「コーヒー豆かすの再資源化」として
応募を検討
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７. 横展開へのポイント

（１） 展開イメージ
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② 単一廃棄物の回収：横への展開
コーヒー豆かすリサイクルの相談から様々な問合せ
・ うどん
・ ワインの残り
など
回収の工夫などから様々な食品廃棄物に対応

※イメージ
工場からの単一廃棄物はリサイクルが進むが、街中及び商業施設などからは
課題がある。
SPSグループのこれまでのノウハウから検討

⇒ 廃棄物処理法上の課題は相談せて頂きます。

（１）展開イメージ
① コーヒー豆かすの拡大：縦への展開

前章 「6.事業終了後の展開」にあるように
再生利用事業計画（食品リサイクルループ）
SAIKAI COFFEE for Office

の二つの方法をより連携させることで 「コーヒー豆かす」 リサイクルの拡大を目指します。


